
 

 

 

 

 

 

 

 

 今回は６年生の公開授業「海の命」です。６年生は、第１時で出し合った子どもたちの疑問

から、問いをつくり、めあてを設定しました。１組、２組が人物相関図をつくり、それぞれの

心情や考えを読み取る、そして３組が山場での中心人物の心情を読み取る本時となっていま

す。今回は３組を中心に、振り返りたいと思います。 

 

 

 

 

 

本時の目標 

・太一の気持ちの変化や葛藤の根拠となる文に着目し、父や与吉じいさの教えを本当の意味で

理解した太一の成長を読み取ることができる。 

（思Ｃ（１）イ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

ＮＯ．１９ 阪南市立東鳥取小学校 校内研究通信 

本時の流れ（本時８／９） 

① 相関図から前時の学習内容をふり返

り、本時のめあてを確認する。 

 

 

 

 

② 「殺せなかったのか」「殺さなかったの

か」立場を決め、選んだ根拠をノート

に書いて話し合う。 

・自分が選んだ選択肢にネーム磁石を 

貼る。 

 ・同じ選択肢の相手と話し合う。 

 

③ 全体で話し合う。 

 

④ 本時の学習をふり返る。 

登場人物の生き方について、考えたことを話し合おう 

「海の命」 ６年生 

先生の合図とともに動き、積

極的に話し合う様子が見られ

ました。話し終えると、また

相手を見つけ、考えを伝え合

っていました。 

太一は、瀬の主を殺せなかったのか、殺

さなかったのか？ 

交流の様子 

児童が作った相関図（６年２組） 

「殺せなかったのか」「殺さなかったの

か」について、ネーム磁石を貼り立場を決

めた上で、話し合いを始めました。 

学習計画を画面に

映して確認。 

子どもたちのタブ

レ ッ ト に も 送 信

し、共有していま

す。 

☆話し合いで出ていた考え☆ 

殺せなかった 

・おとうだと思うと殺せなかった。 

・「海を大切にする」という考えを受けつ

いでいるから殺せない。 

 

殺さなかった 

「太一は瀬の主を殺さないで済んだ」 

「もりの刃先を足の方にどけ…」 

などの表現から殺さなかった。 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【研究協議より】 

① 本日の授業について  

・関係を相関図にまとめていくことで登場人物のキャラクターがつかみやすいと考えた。  

・話の大体の流れを全体で共有してから相関図にいくことで、もっと深まりがあったのではないかと

思われた。 

・相関図があったことで話の整理ができていて、太一の気持ちを想像する上でよい手立てであった。 

・ 「殺せなかったのか」「殺さなかったのか」、難しい課題だが、教師から詳しい説明はなくどちらかを

選択させた。 

・殺せなかった理由を、技術的な面に目を向けていた児童がいた。  

・交流は座ってする方が落ち着いて話し合うことができると聞いたが、立って交流する方がよいのか、

座ったほうがよいのか。 

 

② 話し合いの「工夫」や「手立て」などについて  

・たくさんの先生で子どもたちを見ていくシステムをとっている。話し合いで聞いたことについて反

応するためには、まずは見本を示すことが大切なのではないかと思われる。  

・話し合いをする上で、準備が大切である。話し合うテーマを明確に、質問する項目を選択しておく

など前もって話し合いに参加し、聞いた人はそれについて反応するなど型を考えているところだ。 

・教師が作成した話し合いの動画では、あえて悪い例を見せ、考えさせることもある。 

 

 

児童が作った相関図 

～授業者から～ 

 最初に、この物語の感想を子どもたちに書いてもらいました。「与吉じいさのあの言葉の意味が分か

らなかった。」、「どうして太一は瀬の主を殺さなかったんだろう？」などたくさんの疑問を持ってくれま

した。その疑問をたどりながら、みんなで物語を読み進めていったので、物語の理解はもちろん、登場

人物の気持ちなどもより深く考えることができました。 

板書 


